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新製品『CA ARCserve® D2D r16.5 for Linux』 

リリース情報のご案内 

日本語版販売および受注・出荷開始のご案内 

 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し 

あげます。 

 

このたび、新製品「CA ARCserve D2D r16.5 for Linux」をリリースする運びとなりましたの

で、ここにご案内申し上げます。「CA ARCserve D2D r16.5 for Linux」は、物理・仮想環境

で多く導入されている Linux サーバを、データとシステム含めて丸ごと簡単にディスクバックア

ップすることができる製品です。また、ファイルやフォルダ単位にきめ細かくリストアできるだ

けでなく、OS やデータを一度に迅速に復旧できるベアメタル復旧も提供していますので、Linux

サーバの可用性と事業継続性を向上できます。 

 

Windows と Linux が混在する環境を持つ多くのお客様に対して、「CA ARCserve D2D」で

Windowsも Linuxも確実に保護できる包括的なご提案を行っていただくことができるようにな

りました。 

 

 

敬具 

 

  



  

◆◆CA ARCserve D2D r16.5 for Linux 主な機能 

 

1. 詳細レベルのリカバリが可能なイメージバックアップ 

任意時点の復旧ポイントからファイルレベルでリストアを行えるので、きめ細かく、かつ

迅速な復旧を実現します。 

 ２. ストレージ使用を抑えるブロックレベルの増分バックアップ 

変更のあったブロックだけをバックアップすることで、保護対象サーバの負荷を軽減しつ

つ、バックアップ時間を短縮し、ストレージ使用を抑制します。 

3. 専門知識不要な仮想サーバの保護 

物理環境と同様の簡単な操作で仮想サーバも保護できるので、特別な知識がなくても仮想

環境を確実にバックアップできます。物理サーバと仮想サーバが混在する環境では、効率

化とコスト削減の観点から単一のソリューションが必要不可欠です。 

4. 異なるハードウェアにも可能なベアメタル復旧(BMR) 

OS、データを含めたシステム全体をすばやく復旧します。異なるハードウェアへの復旧

機能も標準で提供します。  

5. 信頼性の高い暗号化と圧縮 

AES 暗号化でバックアップデータの機密性を高め、安全に保管します。また、組み込み

型の圧縮機能を利用することで、ストレージ容量削減も可能です。 

6. 簡単・手間いらずの環境構築 

バックアップサーバ以外のインストール作業は必要ない為、構築に関する負荷とコストを

削減できます。バックアップサーバでバックアップ対象のサーバ登録とジョブ設定を行う

だけで、各サーバの初回バックアップ時にリモートインストールを自動的に行います。 

7. Windows版同様の簡単操作による一元管理 

D2D for Windows の簡単操作はそのままに、Web ベースの管理コンソールから複数サ

ーバのジョブ設定、実行、状況監視、履歴、ログの集中管理が可能です。 

 

 製品情報は、以下の URL からご確認ください。(受注開始日から掲載を開始いたします) 

 http://www.arcserve.com/jp/products/catalog-center.aspx#d2d 

 

◆ 動作要件 ： 動作要件の詳細につきましては、受注開始日までに弊社 Web サイトにて 

  ご案内いたします。 

http://www.casupport.jp/resources/storagesupp/bab/sysreq.htm 

 

◆ ライセンスプログラム製品の受注・出荷スケジュール 

 

    受注開始日： 201３年 7月 16 日（火） 

出荷開始日： 201３年 7月 22 日（月） 

 

◆ CA ARCserve D2D r16.5 for Linuxの SKU・価格・JANcode  

別紙 1 をご覧ください。 

 

  

http://www.casupport.jp/resources/storagesupp/bab/sysreq.htm


  

その他、ご不明な点につきましては、CA ジャパン・ダイレクトまでお問い合わせいただきます

ようお願い致します。 

 

CA ジャパン・ダイレクト 

・フリーダヤル：0120-702-600 (営業時間：平日 9：00～17：30) 

・WEB フォーム：http://www.ca.com/jp/japandirect 

 

以上 

  



  

別紙１ 

◆ CA ARCserve D2D r16.5 for Linuxの SKU・価格・JANcode  

SKU 番号 製品名称 
標準価格 

（消費税別） 
 

新規購入：ライセンスプログラム製品                             プログラム 

CAD2DBLR165J1C CA ARCserve D2D r16.5 for Linux Server Standard Edition - 

Japanese 

\100,000 1 年メンテナンス付 

CAD2DBLR165J3C \137,000 3 年メンテナンス付 

CAD2DBLRV165J1C CA ARCserve D2D r16.5 for Windows Server Advanced Virtual 

Edition per Host License with D2D for Linux Server Standard 

Edition - Japanese 

\300,000 1 年メンテナンス付 

CAD2DBLRV165J3C \401,000 3 年メンテナンス付 

メンテナンス更新：ライセンスプログラム製品                         プログラム 

GMRD2DLB10J0CA CA ARCserve D2D for Linux Server Standard Edition - 

Japanese 

\22,000 1 年メンテナンス付 

GMRD2DLB10J0CC \64,000 3 年メンテナンス付 

GMRD2DLBV1J0CA CA ARCserve D2D for Windows Server Advanced Virtual 

Edition per Host License with D2D for Linux Server Standard 

Edition - Japanese 

\64,000 1 年メンテナンス付 

GMRD2DLBV1J0CC \191,000 3 年メンテナンス付 

新規購入：ライセンスプログラム製品 アカデミック                       プログラム 

CAD2DBLR165AJ1C CA ARCserve D2D r16.5 for Linux Server Standard Edition - 

Academic Japanese 

\93,000 1 年メンテナンス付 

CAD2DBLR165AJ3C \127,000 3 年メンテナンス付 

新規購入：メンテナンス付パッケージ製品*                           JANcode 

CAD2DLRBX165J 
CA ARCserve D2D r16.5 for Linux Server Standard Edition - 

Japanese Boxed Product 
\105,000 4949013983947 

CAD2DLVBX165J 

CA ARCserve D2D r16.5 for Windows Server Advanced Virtual 

Edition per Host License with D2D for Linux Server Standard 

Edition - Japanese Boxed Product 

\305,000 4949013983930 

※メンテナンス付パッケージ製品には、1年間のメンテナンスが含まれています。 

※上記価格のほか、MSP(マネージドサービスプロバイダ様)向け価格もご用意しておりますので、弊社

営業担当にご確認ください。 

※キャパシティライセンスには、CA ARCserve D2D r16.5 for Linuxが含まれます。 

 


